
 

 

制度の概要 

企業版ふるさと納税は、国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して企業が寄附を

行った場合に、法人関係税から税額控除される仕組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業にとってのメリット 

    

 

 

 

 

手続きの流れ 

① 第２期「世界に誇れる『まち』広島」創生総合戦略に掲載されている取組等が対象となります。 

関心のある取組がございましたら、まずは、下記お問合せ先の政策企画課までご連絡ください。 

   ② 寄附申出書をご提出いただきます。 

   ③ 広島市から納入通知書を送付いたしますので、寄附金のお振込みをお願いします。 

   ④ お振込みを確認後、受領証を送付いたしますので、法人関係税の申告手続きにご活用ください。 

注意事項 

・ １回当たり１０万円以上の寄附が対象となります。 

・ 本社が所在する地方公共団体への寄附については、本制度の対象となりません。(この場合の本社

とは、地方税法における「主たる事務所又は事業所」を指します。) 

・ 寄附を行うことの代償として経済的な利益を受け取ることは禁止されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界最初の被爆都市であり、廃墟から立ち直った広島市は、このまちを築き上

げてきた先人の努力を受け継ぎ、将来にわたって魅力あふれるまちであり続けら

れるよう、「世界に誇れる『まち』広島」の実現に向け、地方創生に取り組んでいます。 

こうした、広島市の地方創生の取組へのご理解、ご賛同をいただき、企業版ふる

さと納税の制度を活用して、広島市の地方創生事業（第２期「世界に誇れる『まち』

広島」創生総合戦略の掲載事業等）を応援していただける企業を募集しています。 

自治体を支え、地方創生やＳＤＧｓ達成に貢献する企業としてのアピールにもつ

ながります。 

ぜひ、ご協力をお願いします。 

～「世界に誇れる『まち』広島」の実現に向けて～ 

▼企業版ふるさと納税とは▼ 

お問合せ：広島市企画総務局政策企画課 

広島市ホームページ 
企業版ふるさと納税 

ＴＥＬ：082-504-2014 

E-mail：seisakukikaku@city.hiroshima.lg.jp 

①法人住民税  寄附額の４割を税額控除(法人住民税法人税割額の２０％が上限) 

②法人税    法人住民税で４割に達しない場合、その残額を税額控除。ただし、寄附額の１割を限度。（法人税額の５％が上限） 

③法人事業税  寄附額の２割を税額控除（法人事業税額の２０％が上限） 

措置 

税目ごとの

特例措置 

 

約１割 

損金算入による軽減効果 

国税＋地方税 

約３割 

寄附額 

企業版ふるさと納税による寄附の軽減効果 

税額控除 

①法人住民税＋法人税 

４割 

税額控除 

②法人事業税 

２割 

通常の寄附の軽減効果 

軽減効果 最大約９割 

社会貢献 
企業としての PR効果 

【ＳＤＧｓの達成など】 

広島市との新たな 

パートナーシップの構築 

地域資源などを活かした 

新事業展開 

ＦＡＸ：082-504-2029 

〒730-8586 広島市中区国泰寺町 1-6-34 

 

令和６年度上期版 

ひろしま都市犬はっしー 



第２期「世界に誇れる『まち』広島」創生総合戦略に掲載している令和６年度の主な事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪基本目標２≫ 国際的に開かれた活力あるまち ≪基本目標３≫ 文化が息づき豊かな人間性を育むまち ≪基本目標１≫ 世界に輝く平和のまち 

比治山公園「平和の丘」構想の推進 

比治山公園は、平和記念公園から約２㎞の距離に位置しており、その標高

を生かして、原爆の惨禍から復興した都心の街並みを一望できます。こうした 

特性を生かして、「国際平和文化

都市として復興した広島の『今』を

実感できる新たな拠点」として再

整備を進めています。 

令和６年度は、「平和へのメッセ

ージ」を記す碑の設置や、老朽化し

ている桜の樹勢回復などに取り組

みます。 

広島城の魅力向上 

広島城は、毛利輝元による築城から

原爆投下を経て戦後復興に至るまで、

広島のまちの形成・発展の核として市

民とともに歩んできました。 

こうしたことから、広島の歴史・文化

の発信拠点として、国内外の人々が訪

れてみたいと感じられるように、広島

城の魅力向上を図ることとしており、

近世の広島の歴史・文化や広島城の歴

史に関する博物館施設「広島城三の丸

歴史館」の整備などに取り組みます。 

サッカースタジアムの管理運営 

サッカースタジアムは、広島の新たなシンボルとして、広域的な集客効果を高

めることや、サッカーを通じた地域交流や国際交流が促進されることなど、広 

島市ひいては広島県全体の活性化に

もつながる施設です。市の中心部に

位置する立地を生かしてサッカーの

ための施設にとどまらず、年間を通

じて人が集まることができる施設と

なるように取り組みます。   

西平和大橋歩道橋の整備 

西平和大橋は、平和記念公園の西側に位置し、その欄干は世界的に著名な彫

刻家であるイサム・ノグチ氏が設計したものです。この西平和大橋において、安

全で快適な歩行者空間を確保し、平和記念公園を中心とした回遊性の向上を 

図ることで、市民や来訪者が一層落

ち着いた環境の中で「平和への思い」

を共有できるよう、歩道橋の新設に

向けた検討を進めています。 

令和６年度は予備設計に加え、イ

サム・ノグチ氏が設計した欄干との調

和を図るため、歩道橋のデザイン検

討などに取り組みます。 
※総合戦略に掲載されているその他の取組については、企業版

ふるさと納税のホームページ（👉QRコード）でご覧ください。 

平和大通りの利活用の推進 

平和記念公園の南側に位置

し、本市を代表するシンボル的

な通りである平和大通りを、

人々に平和を実感してもらう

空間、また、都心の回遊を促す

新たなにぎわいを生み出す空

間にしていくため、平和大通り

の魅力や価値を高める整備及

び利活用の取組を進めます。 

平和文化の普及促進 

市の基本計画及び平和首長会議の「持続可能な世界に向けた平和的な変

革のためのビジョン（PXビジョン）」において目標の一つに掲げている「平和 

文化の振興」に取り組むため、

平和文化月間と定めた 11 月

に、平和文化をテーマとしたコ

ンサートや講演などを行うと

ともに、市民生活に平和文化

が根付くよう、「平和文化の振

興」に関する冊子の配布やワー

クショップなどを行います。 

平和大通りの目指す姿    

 

子どもの見守り活動 

（子どもの安全対策推進事業） 

子どもたちが安全・安心に登下校で

きるよう、地域の見守り活動ボランティ

アにジャンパー（「みんなで守ろう子ど

もの安全」マーク入り。企業名を入れる

ことも可能。）等を配付するなど、でき

るだけ多くの大人の目で子どもを見守

る活動を推進します。 地域による見守り活動の様子   

地域貢献人材を育成する 

大学等への支援 

地域に愛着と誇りを持ち、地域に貢

献する人材を育成するため、広島広域

都市圏内の大学等が、圏域内の市町

で、地域住民や企業、団体、自治体等と

連携して地域課題の解決等に取り組む

教育研究活動を支援しています。 

防災まちづくり 

本市における大規模災害の経験を踏

まえ、地域防災力を向上させるため、地

域防災リーダーの養成、地域が実施す

る防災訓練に対する補助など、地域の

自主防災組織の「共助」を促進する取組

を支援しています。 

さらに、共助に加えて「自助」を促進

する取組として、ひろしま避難誘導アプ

リ「避難所へGo!」を運用しています。 

平和文化月間におけるイベント開催の様子   

ひろしま国際平和文化祭の開催 

文化芸術活動の活性化や平和文化の

振興を図るため、音楽、メディア芸術及

びストリートダンス等の様々なイベント

を行う「第 2 回ひろしま国際平和文化

祭」を本年 8月に開催します。開催に向

け、中高生を対象とした音楽教育プロ

グラム「ジュニアウインドオーケストラ広

島プロジェクト」を実施しています。 

 

ジュニアウインドオーケストラ    

広島プロジェクト    

広島城三の丸歴史館外観イメージ    

広島城天守 

伝統産業の付加価値を高める研究など 

活躍する地域防災リーダー   

「平和へのメッセージ」を記す碑 

外観（南東側） 

西平和大橋 


